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ID: 7
担当部署: 建設水道課

処分の概要 入居者の決定

例 規 名

根 拠 条 項
村田町定住促進住宅条例 第6条第2項から第5項まで

例 規 番 号 平成27年条例第34号

【基準】

第5条から第7条までの規定による。

(入居資格)

第5条 定住促進住宅に入居することができる者は、次の各号のいずれにも該当する者とす

る。

(1) 町内に定住を希望し、かつ、居住するための住宅を必要としていること。

(2) 新規に入居する場合は、子育て世帯、若年夫婦世帯又は転入世帯であること。

(3) 入居を希望する者の月額の世帯収入が、規則で定める基準額以上であること。

(4) 市区町村から賦課されている税金等を滞納していないこと。

(5) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第2条第6号に

規定する暴力団員(以下「暴力団員」という。)でないこと。

(入居の申込み等)

第6条 前条に規定する入居資格のある者で定住促進住宅に入居しようとする者は、町長に入

居の申込みをしなければならない。

2 町長は、入居の申込みをした者(以下「入居申込者」という。)の数が入居させるべき定住

促進住宅の戸数を超えるときは、公開による抽選その他公正な方法により入居者を決定す

るものとする。

3 町長は、前項の場合において、当該入居者として決定した者(以下「入居決定者」という。)

のほかに入居順位を定めた入居補欠者を定めることができる。

4 町長は、入居決定者が定住促進住宅に入居しないときは、入居補欠者のうちから入居者を

決定することができる。

5 町長は、第2項の規定に関わらず、第5条各号のいずれかに該当する事由があるときは、入

居補欠者の中から入居者を決定することができる。

6 町長は、第2項から前項までの規定により入居決定者又は入居補欠者を決定したときは、当

該入居決定者又は入居補欠者に対し、その旨を通知するものとする。

(入居決定者の特例)

第7条 町長は、入居申込者のうち規則で定める者で、速やかに定住促進住宅に入居すること

を必要としているものについては、優先的に入居決定者とすることができる。

標準処理期間 30日

備考

設 定 年 月 日 令和 3 年 4 月 2 日 最終変更年月日 年  月  日
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